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　　　　　　　　　　　鯨座に新しい超新星

米國パ・マ山のF・Zwi・k・氏は・去る1939年12月4日に・8吋シミ・・℃・撫

鏡で鯨座の一渦状星霧中に16等級の超新星を早見した・星霧はN・G・C．321

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’同325，同327，同329等の星霧と一群をなし，其の位置は，

　　　　亦経Oh　S4m　赤緯一5。20’　（分顯は1939年初）

で汰陽系からの聯蘭7000000パーセク（外防30㎜000粋）である・群

星は此曜霧の中心よ晒北酌16”の脈ある・報散よれば・止ヒの趣唾

は・去る11月2日には17・5報以下であったが・11月20日頃には15等拠なっ

たらレい・12月4H　tCは前記の如く16等級となり洞14日には約1α5等概下

った．

　　　　　　　　　　　一　角　獣　座　の　新　星

　昨1939年12月17日，6蜀國ペルゲドルフ天文豪のWachmann氏は∴角獣座k

一・ ﾁの新星を丁丁した．光度は8．55等級と言はれてるた．位置は
　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　赤経6h40m45．72　赤緯一1。57’32．2　（1940年初の分黒占）

で，スペクトル中には輝線・が多く現はれてるる．

其の後・筋面からの儲を綜合すると・此の星は1919年から1935年までの

瀬には16等級であったと・ホフマイスタ氏が瀦してみる・又・・聯のKu．

ka「kin氏は・去る11月20日目eモス’妖燐でK・A・Vo「ochilo鉦氏力僻

した所では＆5級であったと靴てるる・しかレ年末と共va・　4の光蹴幾ら

か下降し・9等級となり・小澤氏によれば10等級となった由・（急報412，415

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，其の他）

　　　　　　　　　　　世昇一の直線鐵道線路

シ陶からの近鎌によれば浦渤1から酷州への唯一の魁飾機闘
として最近完成された鐵道は・砂漠の中を行くので・塗中の1100マイル（1800

キロ，即ち450里）間には一筋の流水も無く・所々に機二二用水のためにヲ携

を掘った所がある・sq・特に其のうち300マイル（500キ・・巨防120里）け翼に

些かのカ1ヴも無い一直線の鐵道線路であって・濠州の一つの名物であるとい

ふ，



天界229 天界　新知　識 213

遼寧は総計8254個

　最：近にドイツのベルリン大學天文甕から到着したH．Schneller氏編輯の攣

星表（1940年度）Katalog　und　Ephemeriden　veranderlicher　Sterneによれ

ば，最近の第37回憂星命名表に稜表された新知星88ケを加へて，今知られて

みる攣星全部の穂計は8254ケである．但し，次ぎの亭亭は一覧表から取り消さ

れた：VV　And，　Y　Aql，　FQ　Ara（＝RV　Ara），　HV　Ara（＝AN　Pav），

W　Boo，　X　Boo，　S　CVn，　W　Car，　R　Cep，　VY　Cep，　VY　Cep，　T　Cyg，

RX　Cyg，　CP　Cyg，　R　Eri，　S　Eri，　VY　Gem，　V　Her，　Y　Her，　T　Lac，

TLeo，　S　Mon，　HV　Oph，　UZ　Peg，　R　Pup，　S　Pup，　T　Pup，　AX　Pup，

（＝VZ　CMa），　S　Ret，　V　Sgr，　AF　Sgr，　V　Sco，　CC　Sct，　U　Tau，　RS　Tau，

T　TrA，　R　Vel．

　この攣星表は，以前にはPrager氏が編輯してみたものであるが，同氏が米

國ハ1．ヴ1ド天文蔓へ移ったので，Schneller氏が之れを引き受けたものであ

って，内容は

第1表：各星座別で門川の総一覧表

鰭2表：週期100日以下の攣星の要素表

驚3表：蝕丁田の要素表

鰯4表：超新星の表

鎗5表：赤縄の順に配列した攣星表

　　A：赤緯一23。以北のもの

　　B：赤緯一23。以南のもの

個々の星に干しては下の如き種別が記されてみる：

　　長週期星，Mira型，不規則星，　U　Gem型，　Z　Cam型，　R　CrB型，δCep型，

　ζGem型，　RR　Lyr型，　RRa型，　RRb型，　RRc型，　RV　Tau型，楕割干

　攣星，蝕攣星，アルゴル種，βLyr型，　W　UMa型，新星，超薪星，牛不規

　　則星，短週期星，RS　Cnc型，μCep型，　XX　Oph型．

衛ほ，上記の第4表は，A．　G．協會の決議により，今1940年度より始めて掲載

されることになったものである．（山本）

　　　　　　　　　　　ベルテヤ彗星1936aの軌道決定

　南米アルゼンチン國sルドパ天：文毫のJorge　Bobone氏は，近年，1936a彗

墨の決定的軌道要素を算出することに從噂し，全世界からの観測報告を綜合し

つSあったが，さき頃，同意文嘉のResultados第36巻第1部として焚表し

た．勿論，写れは金星，地球（及び月），火星，木星，土星の二二作用を算入し

たもので，材料として用みた約600ケの観測報告の中には花山天文墓の稻葉，
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柴田爾氏の観測も含まれてみる．最絡結果は

近日顯通過期日，

〃　　引数，

昇交貼の黄経，

軌道面の傾斜，

離心率，

近日鮎距離，

公輔週期，

接濁元期，

　　　　　　　ロ
T＝1936年七月8．955071±O．OOO742
　　　　　　　　　　　　　　　
ω＝148028’10．40±1．84

Ω　ヨ　134　　02　　53．51±1．01

i　＝　　78　　33　　02．99±2．02

e　＝　0．9917595±0．0000467

q＝1．0998695±0．0000034軍扇

P＝1542年±ユ3年
　　　　　　　ロE＝1936年五月23．O　T．U．

U．T．

｝分一

天界襯

“さそり・センタウル星群”は一浴

五六＋年前から幌の固有罰の並行するものを一・t8して“星理と呼概

ととなった・其卿でも・　k〈lisRL4ew’プレヤヂス騰ヒヤヂス蝋ぺ・レ，

ウス星群，オリオン星群，プレセペ星群・髪星群などは有名なものである　、，
そり一ン・ウ7v，bl，．＃t”　L　v－t＄．　tsのも・・9・4ft・に御・プ〃・眺議

した漸耀B型の肉眼星130ケばかりを含み・献の・アルゴ座・・犠

に至る勧附近の内傷から出湿てみる・此面群の運蜘聖面懸論
究はPl”mme「・　Rasmuson・　Plaskett・　Pea「ce・　Be「taud・　Nlsol’諸恥

って行はれ焔髄にも歳計グラスゴ輝夏越長W・　M・　Sma「t氏1・晦

ある研究を獲表した．下表は此等諸研究の一覧表である：

　研究者
J，　C．　Kapteyn

H．　C．　Plummer

Rasmuson

Plaskett，　Pearce

Bertaud

Nisoli，　Gerard

W．　M．　Smart

（赤経）向鮎（赤緯）　　　　　速度（秒速）

　む
94．6　　　　　　　　－420　　　　　　　　　18．3±0．9

96．　　　　　　　　一39　　　　　　　　　14．8

99．1±11．5　　－45．6±82　　　　18．6±2．4

83．6　　　　　　　　－22．9　　　　　　　　15．0±1．0

96．8±2。1　　　－40．3±4．7　　　　　・・・…

86．5±0．9　　　－27．5±3．8　　　　　　・・・…

9L2±L3　　　－36．8±L7　　　18．8±0．4

　K項
＋　4．3　±　O．s

＋　8．3　±　O．s

＋5．2　±　O．7

此の研究の糸斑スマ1ト氏は・この“さそり’センタウル羅’の趣暢

向力㍉我駄陽系の罰の方向と正反封であること・又・澱駄陽燭と殆

ん胴一であることenて・つまり・吾人が‘‘さそり●センタウ7vg＃￥1，，と考

へてるるものは・實は太陽系がヘルクレス座の方へ濁してみるためt…ligされ

た鰻であって・　lttwavaは・とん櫨動星群は鮎のであるとい穂見を嫡

する姪つた・皇二二のB星たちは・輯1ま宇宙聯止してみる畷の星
々であると考へれば良いのである．［M．N．100期
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幽＼
★攣星課（1940年3月分）

本月申暇取った酷の麟燭を示すと・次のik　bである・照準駄

畑中で・翻の無のは淋しい・名握の山嶽は欄ら初鞠憾理艮。

膿綴灘灘難洩翌蹴騒麟開題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’第二部は木邊氏必至急報訓下さい．

1940年3月
第　一　部

・　　一　　　　　．

諱@二　部 　～v
氏　　　名 星歎 目測殿 星薮 目測数 星数 　～ﾚ測販

木岐成　難
ﾈ　澤　喜　一

ｪ　林　滋　樹

ｾ　　田　　彬

ﾃ　留　滋　雄

R　田　達　雄

1
1
8
3
6
5

1
3
1
7
1
7
1
6
2
2

20

T

299

P3

@　1

1
2
1
3
6
5

　～　　．

P
3
0
2
1
7
1
6
2
2

『

但レ上麹ものは・潮回は2～3月分門田氏は2脇である・（聯・言己）

　　　　　　　　　　　　ド　イ　ツ　の　英　面

ドイツ政府は・去る二月29目・一宇1断その他，博の瀦囎する栂
の付V・た暦を，全部浸適する旨獲布した．

其の舳は・齪が・愚かな山繭惑はされて，榊の聯鉄甚風
にあり・殊に外聞製の星占ひは，陰惨な寸言を含んだものが多く・最近ドィッ

からニユ！ヨ1クに勲人の談vaよると・星占ひは・aT・ドイツで非常焼

行をし・一部では・ヒツトラ二二がボ1ランド征服を決意したのは・ぺ・レヒ

テスかげン醗の窓からアルプス碗聯く星挫んで得た牛噺隙つくも
のだとの噂もある位である．（讃し4）

吾が國にも此の種類の迷駝記載し誠セま之れ等を流布する人減なり多い

のであるが・有価は嚇して止ヒんなも疏迷はされkV“やう厨勘ねぱな

らぬfダ楓吾醐は波那の陰陽五霞から來る迷信が非常に多く・蜘テ，

欄・鎌謹話どについて謎ってみる人が非常鰺い渚肺咽・にある
大きいビルデングが渥上に・憂雄を祭ったり・鳥居腱てkbしてみるの
は誠に見苦しい．


